
アクセスマップ

■岡山自動車道賀陽I.Cより国道484号線で約15分
■岡山自動車道有漢I.Cより国道313号線で約25分
■JR岡山駅より伯備線で備中高梁駅下車（各駅停車で約50分・特急列車で約35分）
■岡山空港から車で約50分

お問い合わせ先（観光協会・観光案内所）

高梁市へのアクセス

■JR備中高梁駅から車で国道180号～県道85号経由26㎞約50分
吹屋へのアクセス

■高梁市観光案内所 TEL.0866－22－8666
■（一社）高梁市観光協会 TEL.0866－21－0461
■（一社）高梁市観光協会吹屋支部 TEL.0866－29－2205
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屋

T A K A H A S H I

岡山県高梁市

備
中
松
山
城
を
有
す
る
臥
牛
山
は
４
つ
の
峰
の「
大
松
山
・
天
神
の
丸
・
小
松

山
・
前
山
」か
ら
な
り
ま
す
。小
松
山
に
あ
る
備
中
松
山
城
は
唯
一
、天
守
が
現

存
す
る
近
世
の
山
城
で
す
。臥
牛
山
一
帯
が
中
世
の
遺
構
を
備
え
て
お
り
、日

本
の
山
城
の
典
型
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
重
要
文
化
財
・
史
跡

頼
久
寺
は
、足
利
尊
氏
が
諸
国
に
建
立
さ
せ
た
安
国
寺
の
一
つ
と

言
わ
れ
、庭
園
は
国
指
定
の
名
勝
と
な
っ
て
い
ま
す
。

庭
園
は
備
中
国
奉
行
と
し
て
当
時
赴
任
し
て
い
た
小
堀
遠
州
が

築
い
た
枯
山
水
で
、遠
州
庭
園
の
原
点
が
見
え
る
庭
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。江
戸
時
代
初
期
の
完
成
で
、桃
山
時
代
後
期
の

特
徴
が
表
れ
て
い
ま
す
。

紺
屋
川
は
、か
つ
て
備
中
松
山
城
の
外
堀

の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。河
畔
に

は
美
し
い
桜
と
柳
の
並
木
道
が
続
き
、県

下
最
古
の
教
会
・
高
梁
キ
リ
ス
ト
教
会
堂

や
藩
校
・
有
終
館
跡
な
ど
情
緒
豊
か
な
町

並
み
が
広
が
っ
て
お
り
、「
日
本
の
道

1
0
0
選
」に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

国
指
定
名
勝

漆
喰
壁
の
格
式
漂
う
旧
折
井
家
は
、江
戸
時
代

後
期
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、当
時
1
6
0
石

の
馬
回
り
役
を
勤
め
た
武
士
が
住
ん
で
い
ま

し
た
。庭
に
面
し
て
資
料
館
が
あ
り
ま
す
。旧

埴
原
家
は
江
戸
時
代
中
期
の
建
築
物
で
す
。寺

院
や
数
寄
屋
風

の
要
素
を
取
り

入
れ
た
珍
し
い

造
り
と
な
っ
て

お
り
、市
の
重

要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま

す
。

旧
折
井
家
・
旧
埴
原
家

雲海に浮かぶ備中松山城

備中國 城下町高梁と
レトロタウン吹屋の町並み

F U K I Y A

備中
松山城頼久寺

武家屋敷

吹屋ふるさと村

広兼邸

至岡山・倉敷

備中高梁駅
高梁市図書館
観光案内所
高梁バスセンター

高梁大橋

方谷橋

方谷林公園

観光物産館
「紺屋川」

池上邸
（無料休憩所）

方谷學舎
高等学校

御根小屋跡
県立高梁高校

順正記念館

藩校・有終館跡

紺屋川筋
美観地区

至芳井・井原

至新見 吹
高梁市

新見I.C

北房I.C

落合I.C

湯原I.C

蒜山I.C

久世I.C

院庄I.C
津山I.C

美作I.C

有漢IC

賀陽IC備中
高梁駅

有漢IC

賀陽IC

岡山I.C

倉敷I.C玉島I.C

笠岡I.C鴨方I.C

水島I.C

児島I.C

山陽I.C 和気I.C
備前I.C

岡山総社I.C
岡山

米子自動車道

中国自動車道

岡山
自動車道

山陽自動車道
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北房
JCT

落合
JCT

岡山
JCT
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美
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地
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至新見市

市役所

高梁キリスト
教会堂
郷土資料館
山田方谷像
山田方谷記念館

旧備中松山藩
御茶屋

城見橋
公園

薬師院
松連寺

高梁総合文化会館

高梁市歴史美術館
高梁市文化交流館

蓮華寺

長柳寺

八重籬神社

WC

WC
WC

WC

備中松山城

頼久寺・庭園

観光駐車場

武家屋敷（旧折井家・旧埴原家）
 石火矢町ふるさと村

WC

高
梁
川

備中高梁駅

岡
山
自
動
車
道
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吹屋のまちなみ
備中松山城
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吹
屋
ふ
る
さ
と
村

吹 屋 バ イパ ス吹 屋 バ イパ ス

郷
土
館

旧
片
山
家
住
宅
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至成羽・井原

至新見

至吹屋

至宇治・高梁・成羽至宇治・高梁・成羽

国
指
定
重
要
文
化
財

国
指
定
重
要
文
化
財トイレトイレ

トイレトイレ

トイレトイレ

下谷下谷

千枚駐車場
（バス専用）

トイレ

下町観光駐車場下町観光駐車場

P

ラ・フォーレ吹屋

麻田百貨店

吹屋の本屋
袖珍舎

（しゅうちんしゃ）

えみあいす 天開道大神宮

ゲストハウス
ELEVEN VILLAGE

ベンガラ陶芸館

金精神社

べんがら茶屋
ベン・カフェ紅や

金子や

黄金山城址

延命寺

高草八幡神社

ベ
ン
ガ
ラ
屋

長
尾
酒
店

喫
茶 

楓

ギ
ャ
ラ
リ
ー
吹
屋

吹
屋
郵
便
局

カ
フ
ェ 

ふ
く
ろ
う

お
み
や
げ 

あ
さ
だ

吹
屋
連
絡
所

彩
紅

山
神
社

P

P

P

P

ベンガラ館

笹畝坑道

広兼邸

トイレトイレ

トイレ

中町中町

下町下町

吉岡銅山の旧坑道の1つであるこの坑道
は江戸時代から大正時代まで採掘され
ていたもので黄銅鉱、硫化鉄鉱を産出し
ていました。
昭和53年（1978）に復元、坑内を見学で
きるようにしたもので、削岩機の跡地ト
ロッコ軌道が残り、銅採掘の実態を体感
できます。冒険心をそそる神秘的な坑内
は、年中15℃前後で外とは別世界。

笹畝坑道
吹屋は昭和40年（1965）頃までベンガラ
の特産地で、赤色顔料として古くから九
谷焼、伊万里焼などの陶磁器の赤絵、輪
島塗りなどの漆器、衣料の下染め、家屋、
船舶の塗料などに使われていました。こ
の陶芸館ではベンガラを使った陶芸を
行い、今までの見る観光から、学び体験
する観光をしてもらおうと陶芸教室を開
講しています。

ベンガラ陶芸館

吉岡銅山とベンガラ生産が隆盛を極めた明治31年
（1898）に三菱商会から本部敷地を譲り受け、明治42
年（1909）には本館が完成しました。平成24年（2012）
に閉校する前は、現役最古の木造校舎として多くの人
に愛されました。
平成27年（2015）から約7年間の保存修理工事を経
て、吹屋の歴史や文化を発信する地域の拠点施設と
して、令和4年（2022）4月から公開しています。

旧吹屋小学校

曹洞宗・若杉山延命寺は永正2年
（1505）の開基と伝えられています。寛
政年間（1789－1801）に焼失し、文化4
年（1807）再建といわれています。最盛
時には吹屋の銅山師やベンガラ窯元
など豪商が檀家となっていました。

曹洞宗・若杉山延命寺は永正2年
（1505）の開基と伝えられています。寛
政年間（1789－1801）に焼失し、文化4
年（1807）再建といわれています。最盛
時には吹屋の銅山師やベンガラ窯元
など豪商が檀家となっていました。

延命寺

標高550mの山間に忽然と現れる町並
みは、近世以降、銅山として発展しさら
に良質なベンガラの製造で繁栄しまし
た。しかし、昭和40年代にはその産業
の歴史に幕が引かれました。残った住
民たちはベンガラ豪商の町並みに歴
史的・文化的価値があることに気づき、
昭和52年（1977）全国でも8番目に国の
重要伝統的建造物群保存地区に選定
されました。

宝暦９年（1759）の創業以来、220年余りにわたって、ベンガラ製造と販売を手がけ
た老舗でした。その家屋はベンガラ窯元としての店構えを残す主屋とともにベンガ
ラ製造に関わる附属屋が立ち並び「近世ベンガラ商家の典型」として評価され、平
成18年（2006）に国の重要文化財に指定されました。

旧片山家住宅（本片山）

近代化産業遺産

吹屋の町並み
国選定重要伝統的建造物群保存地区

西江家は、郡中惣代庄屋（大庄屋）として代官所の役割も兼ねて
いたため、お白州（簡易裁判所）、郷倉、駅馬舎、手習い場も備え
ていました。宝暦元年（1751）本山鉱山を拓いた
六代目西江兵右衛門がベンガラの原料である
ローハ（緑礬）の量産化に成功し、「本山紅柄」と
してベンガラ製造を手がけました。

西江家は、郡中惣代庄屋（大庄屋）として代官所の役割も兼ねて
いたため、お白州（簡易裁判所）、郷倉、駅馬舎、手習い場も備え
ていました。宝暦元年（1751）本山鉱山を拓いた
六代目西江兵右衛門がベンガラの原料である
ローハ（緑礬）の量産化に成功し、「本山紅柄」と
してベンガラ製造を手がけました。

西江邸 国登録有形文化財

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
、国
内
屈
指
の
弁
柄
と
銅
生
産
で
栄
え
た
鉱
山
町 

吹
屋
。

吹
屋
で
生
産
さ
れ
た
弁
柄
は
、社
寺
な
ど
の
建
築
物
や

九
谷
焼
な
ど
の
伝
統
工
芸
品
を
鮮
や
か
に
彩
り
、

日
本
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
で
あ
る

ジ
ャ
パ
ン
レ
ッ
ド
を
創
出
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
６
月
に
は
、吹
屋
に

受
け
継
が
れ
る
歴
史
・
文
化
の
ス
ト
ー
リ
ー
が

日
本
遺
産『「
ジ
ャ
パ
ン
レ
ッ
ド
」発
祥
の
地

―
弁
柄
と
銅
の
町
・
備
中
吹
屋
―
』と
し
て

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

国指定重要文化財
本片山の総支配人であった片山嘉吉が、石州の宮大工を
呼び寄せ５年の歳月をかけて明治12年（1879）に完成さ
せました。土台と外回りには栗の角材を用い、縁敷居は桜
の巨材を使い、書院まわりは生漆とベンガラで塗りあげ
られています。二階には六畳ほどの隠し部屋と呼ばれる
部屋があります。

郷土館（角片山） ベンガラは江戸時代中期（宝永4年、1707年）全国で初め
て吹屋で生産されて以来、江戸時代後期、明治時代、大
正時代と大いに繁昌を続け、吹屋の町並みの基礎をつく
りました。
このベンガラ館は、明治時代の頃のベンガラ工場が当時
の姿に復元されたもので、資料館としてベンガラ景気に
沸いたころの吹屋の町の姿や製造工程などを知ること
ができます。

ベンガラ館 近代化産業遺産

広兼家は大野呂の庄屋で、二代・元治が享和・文化の
頃に小泉銅山とローハ（ベンガラの原料）製造を営み
巨大な富を得て、江戸時代後期に築かれた屋敷です。
その石垣は城郭と見まがうばかりで、映画「八つ墓
村」のロケ地としても知られています。

広兼邸 市指定重要文化財県指定重要文化財

中町の町並み
FUKIYA
FURUSATO
VILLAGE

西江邸

至宇治・高梁
成羽
至宇治・高梁
成羽

近代化産業遺産

近代化産業遺産

近代化産業遺産

近代化産業遺産

市指定重要文化財市指定重要文化財
※下町観光駐車場から
　約4㎞

※4～11月のみ営業
　（土・日・祝）

※下町観光駐車場から約1.2㎞

※下町観光駐車場から約1㎞

※下町観光駐車場から約1.2㎞

※下町観光駐車場から約1㎞
〈国選定重要伝統的建造物群保存地区〉〈国選定重要伝統的建造物群保存地区〉

大塚坂大塚坂

吹
屋
吹
屋

千枚千枚

下谷下谷

中野口中野口
下町ふらっと銅栄寺

国登録有形文化財国登録有形文化財

県指定重要文化財県指定重要文化財
•（一社）高梁市観光協会吹屋支部
•吹屋観光案内所
•（一社）高梁市観光協会吹屋支部

•日本遺産センター•日本遺産センター
•吹屋観光案内所

至吉岡
銅山跡
近代化
産業遺産
近代化
産業遺産

至坂本・新見
県道33号
至坂本・新見
県道33号

中野直売所

※下町観光駐車場から約4㎞

ス
ー
プ
カ
レ
ー
の
店

佐
藤
紅
商
店

ネ
パ
ー
ル
人
シ
ェ
フ
の

き
い
ろ
い
台
所

吹屋EVトライクス

旧吹屋小学校

ベ
ン
ガ
ラ

町家ステイ吹屋 千枚
cafe燈 （あかり）

つ
く
し

食
事
の
で
き
る
お
店

松
栄
館

民藝店
艸－kusa－


